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(57)【要約】
【課題】ロールを巻き出す時にブロッキングを起こさな
い熱転写シートと、印画物が良好な捌き性を具えること
を可能とする受像シートの組からなる熱転写記録媒体を
提供することを課題とする。
【解決手段】基材２２の一方の面にインキ受容層２１を
備え、他方の面に樹脂層からなる背面層２３を備えた受
像シート２と、フィルム基材１１の一方の面にインキ層
１４と保護層１５を備え、他方の面に樹脂からなるバッ
クコート層１２を備えた熱転写シート１と、の組合せか
らなる熱転写記録媒体であって、受像シートの背面層の
表面は、ＪＩＳ－Ｐ８１１９によるべック平滑度が１秒
以上、１５０秒以下であり、熱転写シートの保護層の残
留溶剤の量が、５ｍｇ／ｍ２以上、５０ｍｇ／ｍ２以下
であり、且つ保護層に電荷制御剤が含まれていることを
特徴とする熱転写記録媒体。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材の一方の面にインキ受容層を備え、他方の面に樹脂層からなる背面層を備えた受像
シートと、フィルム基材の一方の面にインキ層と保護層を備え、他方の面に樹脂からなる
バックコート層を備えた熱転写シートと、の組合せからなる熱転写記録媒体であって、
　受像シートの背面層の表面は、ＪＩＳ－Ｐ８１１９によるべック平滑度が１秒以上、１
５０秒以下であり、
　熱転写シートの保護層の残留溶剤の量が、５ｍｇ／ｍ２以上、５０ｍｇ／ｍ２以下であ
り、且つ保護層に電荷制御剤が含まれていることを特徴とする熱転写記録媒体。
【請求項２】
　フィルム基材の一方の面にインキ層と保護層を形成する工程と、
　保護層を乾燥して残留溶剤の量を５ｍｇ／ｍ２以上、５０ｍｇ／ｍ２以下に調整する工
程と、を備えていることを特徴とする熱転写シートの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、熱転写シートや受像シートなどの感熱転写記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　熱転写リボンなどの熱転写シートを使用し、熱転写プリンタにて受像シートに印画した
印画物は、熱転写プリンタから次々と排出され、印画物のトレイに積み重ねられて行く。
【０００３】
　このような熱転写プリンタに使用される熱転写シートや熱転写シートのインキ層や保護
層を転写して印画物を作成するための受像シートの例について、図４と図５を用いて説明
する。
　図４は、従来の熱転写シートの層構成を例示した断面図であって、熱転写シート１－１
の支持体であるフィルム基材の片面にバックコート層１２－１が形成されており、もう一
方の面には易接着層１３－１が形成されている。
【０００４】
　易接着層１３－１の上には、転写する色層であるシアン層１４１－１、マゼンタ層１４
２－１、イエロー層１４３－１を備えたインキ層１４－１が並列に形成されている。また
インキ層１４－１と並列にオーバーコート層１５－１が備えられている。オーバーコート
層１５－１は、保護層１５１－１と接着層１５２－１が易接着層１３－１の上にこの順に
積層された積層体である。
【０００５】
　一方、図５には、従来の受像シートを例示した断面図であって、受像シート２－１は、
例えば、受像シート２－１の支持体である紙２５－１の一方の面に接着層２６－１、背面
基材層２７－１、背面層２８－１がこの順に備えられている。
　もう一方の面には、例えば、接着層２４－１、断熱層２３－１、下地層２２－１、イン
キ受容層２１－１がこの順に備えられている。
【０００６】
　このような受像シート２－１のインキ受容層２１－１に、熱転写プリンタによって、熱
転写シート１－１のインキ層１４－１と保護層１５－１がこの順に転写されることによっ
て、印画物が作製され、熱転写プリンタからトレイへと排出される。
【０００７】
　トレイに排出され積み重ねられた印画物はランダムに積み重ねられるため、所望の枚数
を印画した後、トレイから取り出してからきれいに揃える作業を行う場合、印画物同士が
貼り付きあっていて、印画物が積層した束をきれいに揃えることが困難であるという問題
が生じる場合がある。このように印画物が重なり合った場合の捌き性が悪くなる原因とし
ては、印画物表面の摩擦係数および帯電性が関係していると考えられている。



(3) JP 2017-189911 A 2017.10.19

10

20

30

40

50

【０００８】
　例えば特許文献１には、捌き性に優れた保護層を付与できる保護層熱転写フィルムとし
て、基材フィルム上の片面の少なくとも一部に、少なくとも剥離層とヒートシール層から
なる熱転写可能な保護層を有し、該保護層が被転写体に熱転写されたとき、その被転写体
に０．４以下の表面摩擦係数を付与できるものであって、該剥離層が、少なくともポリメ
チルメタクリレート樹脂およびシリコーングラフトアクリル樹脂により構成され、該シリ
コーングラフトアクリル樹脂が、バインダー樹脂１００重量部に対して、固形分で１０～
１００重量部含有されている、ことを特徴とする保護層熱転写フィルムが開示されている
。
【０００９】
　しかしながら、印画物の捌き性は、その表面の摩擦係数だけで決まるものではなく、印
画物の帯電性にも強く影響を受けるため、摩擦関係の問題が解決しても、印画物の捌き性
を解決することはできない。
【００１０】
　印画物の帯電性に関しては、例えば特許文献２には、プラスチックフィルムからなる基
材シートの一方の面に感熱転写層を形成し、該基材シートの他方の面に耐熱保護層を形成
した感熱転写シートにおいて、帯電防止機能を有し、かつ感熱転写層の欠陥を検知して、
該欠陥を除去することができ、手間をかけることなく、また安価に製造することができる
感熱転写シートとして、プラスチックフィルムからなる基材シートの一方の面に感熱転写
層を形成し、該基材シートの他方の面に耐熱保護層を形成した感熱転写シートにおいて、
該耐熱保護層が導電性カーボンを含有し、かつ耐熱保護層の透過濃度が０．１～０．４で
あることを特徴とする感熱転写シートが開示されている。
【００１１】
　しかしながら、印画物の捌き性は、印画物の帯電性だけで決まるものではなく、摩擦係
数にも強く影響を受けるため、帯電性の問題が解決しても、印画物の捌き性を解決するこ
とはできない。
【００１２】
　そのため、印画物の摩擦係数と帯電性の問題を同時に解決した技術が待望されていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】特開２００６－１２３５３８号公報
【特許文献２】特開２００５－１０３９７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　上記の事情に鑑み、本発明の課題は、ロールを巻き出す時にブロッキングを起こさない
熱転写シートと、印画物が良好な捌き性を具えることを可能とする受像シートの組からな
る熱転写記録媒体を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記の課題を解決する手段として、本発明の請求項１に記載の発明は、基材の一方の面
にインキ受容層を備え、他方の面に樹脂層からなる背面層を備えた受像シートと、フィル
ム基材の一方の面にインキ層と保護層を備え、他方の面に樹脂からなるバックコート層を
備えた熱転写シートと、の組合せからなる熱転写記録媒体であって、
　受像シートの背面層の表面は、ＪＩＳ－Ｐ８１１９によるべック平滑度が１秒以上、１
５０秒以下であり、
　熱転写シートの保護層の残留溶剤の量が、５ｍｇ／ｍ２以上、５０ｍｇ／ｍ２以下であ
り、且つ保護層に電荷制御剤が含まれていることを特徴とする熱転写記録媒体である。
【００１６】
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　また、請求項２に記載の発明は、フィルム基材の一方の面に前記インキ層と前記保護層
を形成する工程と、保護層を乾燥して残留溶剤の量を５ｍｇ／ｍ２以上、５０ｍｇ／ｍ２

以下に調整する工程と、を備えていることを特徴とする熱転写シートの製造方法である。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の受像シート
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の熱転写シートの構成の一例を示す概略断面図。
【図２】本発明の受像シートの構成の一例を示す概略断面図。
【図３】保護層に電荷制御剤を添加した場合の膜厚方向の分布状態を説明する説明図であ
って、（ａ）は本発明の保護層、（ｂ）は一般的な保護層、における分布状態の例を示し
ている。
【図４】従来の熱転写シートの構成の一例を示す概略断面図。
【図５】従来の受像シートの構成の一例を示す概略断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の熱転写記録媒体について説明する。
　本発明の熱転写記録媒体は、基材の一方の面にインキ受容層を備え、他方の面に樹脂層
からなる背面層を備えた受像シートと、フィルム基材の一方の面にインキ層と保護層を備
え、他方の面に樹脂からなるバックコート層を備えた熱転写シートと、の組合せからなる
熱転写記録媒体である。
【００２０】
　受像シートの背面層の表面は、ＪＩＳ－Ｐ８１１９によるべック平滑度が１秒以上、１
５０秒以下であり、これが本発明の熱転写記録媒体を使用して作製した印画物の捌き性を
良好にする必要な条件となる。且つ、熱転写シートの保護層の残留溶剤の量が、５ｍｇ／
ｍ２以上、５０ｍｇ／ｍ２以下であり、且つ保護層に電荷制御剤が含まれていることが特
徴となる。
【００２１】
　受像シートのインキ受容層が形成された面とは対向する紙基材の面には、樹脂とフィラ
ーからなる背面層が備えられている。樹脂に添加するフィラーの粒子径と樹脂との比率を
調整することによって、背面層のべック平滑度を調整する。
　また、熱転写シートのフィルム基材のもう一方の面には、樹脂層からなるバックコート
層が形成されている。熱転写シートの保護層は、インキ層の上に転写してインキ層を保護
する層である。
【００２２】
　次に、本発明の熱転写記録媒体を構成する各部位について詳細に説明する。
【００２３】
＜熱転写シート＞
　図１は、本発明の熱転写シート１の層構成の例を示す概略断面図である。フィルム基材
１１の一方の面に、易接着層１３の上に、シアン層１４１、マゼンタ層１４２、イエロー
層１４３からなるインキ層１４および保護層１５が並列に備えられた状態を示している。
【００２４】
　インキ層１４の色構成はこれに限定するものではなく、必要に応じて他の色が追加され
ていても良い。
【００２５】
　保護層１５の層構成としては、単層でも良く、例えば、易接着層１３より強い接着力を
備えた接着層が保護層１５の上に備えられていても良い。
【００２６】
（フィルム基材）
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　フィルム基材１１は、熱転写における熱圧で軟化変形しない耐熱性と強度が必要とされ
、例えば、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ポリプロピレン、
セロファン、アセテート、ポリカーボネート、ポリサルフォン、ポリイミド、ポリビニル
アルコール、芳香族ポリアミド、アラミド、ポリスチレン等の合成樹脂のフィルム、及び
コンデンサー紙、パラフィン紙などの紙類等を単独で、又は組み合わされた複合体として
使用可能である。中でも、物性面、加工性、コスト面などを考慮するとポリエチレンテレ
フタレートフィルムが好ましい。また、その厚さは、操作性、加工性を考慮し、２μｍ以
上、５０μｍ以下の範囲のものが使用可能であるが、転写適性や加工性等のハンドリング
性を考慮すると、２μｍ以上、９μｍ以下程度のものが好ましい。
【００２７】
　また、フィルム基材１１においては、背面層１２、保護層１５を形成する面に、接着処
理を施すことも可能である。接着処理としては、コロナ処理、火炎処理、オゾン処理、紫
外線処理、放射線処理、粗面化処理、プラズマ処理、プライマー処理等の公知の技術を適
用することができ、それらの処理を２種以上併用することもできる。
【００２８】
　フィルム基材１１のもう一方の面には、樹脂からなるバックコート層１２が備えられて
いる。
【００２９】
（易接着層）
　易接着層は、アクリル、ポリエステル、ウレタンなどを用いる事ができる。
【００３０】
（インキ層）
　インキ層１４は、熱移行性染料及びバインダー樹脂の他に、例えば溶剤等を配合してイ
ンキ層形成用塗布液を調製し、塗布、乾燥することで形成される。なお、インキ層は、１
色の単一層で構成することもでき、色相の異なる染料を含む複数のインキ層を、同一基材
の同一面に面順次に、繰り返し形成することもできる。
【００３１】
　前記インキ層１４に用いられる熱移行性染料は、熱により、溶融、拡散もしくは昇華移
行する染料である。例えば、イエロー成分としては、ソルベントイエロー５６、１６、３
０、９３、３３、あるいはディスパースイエロー２０１、２３１、３３等を挙げることが
できる。マゼンタ成分としては、Ｃ．Ｉ．ディスパースレッド６０、Ｃ．Ｉ．ディスパー
スバイオレット２６、Ｃ．Ｉ．ディスパースバイオレット３８、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッ
ド２７、あるいはＣ．Ｉ．ソルベントレッド１９等を挙げることができる。本発明におい
ては、これらの中でも、Ｃ．Ｉ．ディスパースバイオレット３８等に代表されるアントラ
キノン系化合物を熱移行性染料として用いることが必須である。シアン成分としては、Ｃ
．Ｉ．ディスパースブルー３５４、Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー６３、Ｃ．Ｉ．ソルベント
ブルー３６、Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー２６６、Ｃ．Ｉ．ディスパースブルー２５７、あ
るいはＣ．Ｉ．ディスパースブルー２４等を挙げることができる。本発明においては、こ
れらの中でも、Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー６３、Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー３６、あるい
はＣ．Ｉ．ディスパースブルー２４等に代表されるアントラキノン系化合物を熱移行性染
料として用いることが必須である。その理由は、基材－染料層間に下引き層を導入した場
合、アントラキノン系化合物から成る染料は、他の染料よりも受像層への転写効率に優れ
ているため、高い反射濃度を与え、すなわち、染料層に使用する染料を低減することがで
きるからである。
【００３２】
　インキ層１４に用いられるバインダー樹脂としては、ガラス転移温度が１００℃以上の
ポリビニルアセタールとガラス転移温度が７５℃以下のポリビニルブチラールとの混合物
が含まれている限り特に限定がなく、従来公知のバインダー樹脂をいずれも使用すること
ができる。
【００３３】
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　ガラス転移温度が１００℃以上のポリビニルアセタールは、高耐熱性を有するが、低濃
度領域等サーマルヘッドに与えられるエネルギーが小さい場合、染料が昇華し難く、低濃
度領域における充分な反射濃度を得ることができなくなる。一方、ガラス転移温度が７５
℃以下のポリビニルブチラールを用いることで、染料は昇華し易くなり、特に低濃度領域
における反射濃度が高くなるという利点があるが、耐熱性が充分ではなく、受像紙側にシ
ワが発生するという問題点がある。したがって、これら２種類の樹脂を組み合わせること
により、低濃度領域の反射濃度を向上させることができるとともに、印画時に発生するシ
ワを抑えることもできる。
【００３４】
　ガラス転移温度が１００℃以上のポリビニルアセタールとしては、例えば、デンカブチ
ラール＃５０００－Ｄ（電気化学工業（株）製）やデンカブチラール＃６０００－ＡＳ（
電気化学工業（株）製）等が挙げられる。また、ガラス転移温度が７５℃以下のポリビニ
ルブチラールとしては、例えば、デンカブチラール＃３０００－１（電気化学工業（株）
製）やデンカブチラール＃３０００－２（電気化学工業（株）製）等が挙げられる。
【００３５】
　インキ層１４中のガラス転移温度が１００℃以上のポリビニルアセタールとガラス転移
温度が７５℃以下のポリビニルブチラールとの質量基準での含有比率は、ポリビニルアセ
タール／ポリビニルブチラール＝５０／５０～９７／３であることが好ましく、さらには
６０／４０～９０／１０であることがより好ましい。ポリビニルアセタール／ポリビニル
ブチラールの含有比率が９７／３を上回ると、高速印画時における低濃度領域での反射濃
度が不足する恐れがある。一方、ポリビニルアセタール／ポリビニルブチラールの含有比
率が５０／５０を下回ると、ポリビニルブチラールはポリビニルアセタールと比べて染料
の昇華を促進するので、低濃度領域における反射濃度の上昇を実現することができるが、
耐熱性が充分ではなく、印画の際にシワが発生する恐れがある。よって、上記含有比率に
てポリビニルアセタールとポリビニルブチラールとを樹脂バインダーとして用いることに
より、低濃度領域及び高濃度領域での反射濃度を高くすることができるとともに、印画時
に発生するシワを防止することもできる。
【００３６】
　ガラス転移温度が１００℃以上のポリビニルアセタール及びガラス転移温度が７５℃以
下のポリビニルブチラール以外にインキ層１４に用いることができるバインダー樹脂とし
ては、特に限定がないが、例えば、エチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、エ
チルヒドロキシセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、酢酸セルロース等のセルロ
ース系樹脂や、ポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルピロリドン、ポリア
クリルアミド等のビニル系樹脂や、ポリエステル樹脂、スチレン－アクリロニトリル共重
合樹脂、フェノキシ樹脂等を挙げることができる。
【００３７】
　ここで、インキ層１４を形成する際の、インキ層形成用塗布液中の熱移行性染料とバイ
ンダー樹脂との質量基準での配合比率は、熱移行性染料／バインダー樹脂＝１０／９０～
７５／２５であり、５０／５０～７０／３０であることが好ましい。これは、熱移行性染
料／樹脂バインダーの配合比率が１０／９０を下回ると、染料が非常に少なくなるため、
階調全体にて反射濃度が低下する恐れがある。一方、この配合比率が７５／２５を越える
と、バインダー樹脂に対する染料の溶解性が極端に低下するため、溶解しきれない染料が
析出してしまい、この染料を用いた感熱転写記録媒体で転写を行った場合、転写後の画像
上に析出した染料が付着するという異常が発生し、アミューズメント用出力物であるシル
メディア用途の感熱転写記録媒体とすることが困難になる恐れがある。よって、このよう
な熱移行性染料とバインダー樹脂との配合比率にて染料層３０を形成することにより、反
射濃度の低下を抑えるとともに、染料の析出も防止することが可能となる。
【００３８】
　また、インキ層１４には、前記性能を損なわない範囲でイソシアネート化合物、シラン
カップリング剤、分散剤、粘度調整剤、安定化剤等の公知の添加剤が含まれていてもよい
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。
【００３９】
　インキ層１４の乾燥後の塗布量は、一概に限定されるものではないが、印画時の異常転
写やシワの発生を抑え、またコストの上昇も抑えるという点から、０．３ｇ／ｍ２以上、
１．５ｇ／ｍ２以下程度が適当である。
【００４０】
（バックコート層）
　バックコート層１２は、従来公知のもので対応することができ、例えば、バインダーと
なる樹脂、離型性や滑り性を付与する機能性添加剤、充填剤、硬化剤、溶剤などを配合し
て、背面層形成塗布液を調整し、塗布、乾燥して形成することができる。
【００４１】
　バックコート層１２の材料の一例を挙げると、バインダー樹脂としては、ポリビニルブ
チラール樹脂、ポリビニルアセトアセタール樹脂、ポリエステル樹脂、塩化ビニル－酢酸
ビニル共重合体、ポリエーテル樹脂、ポリブタジエン樹脂、アクリルポリオール、ポリウ
レタンアクリレート、ポリエステルアクリレート、ポリエーテルアクリレート、エポキシ
アクリレート、ニトロセルロース樹脂、酢酸セルロース樹脂、ポリアミド樹脂、ポリイミ
ド樹脂、ポリアミドイミド樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリアクリル樹脂およびこれら
の変性体等を挙げることができる。背面層１２の乾燥後の塗布量は、特に限定しないが、
０．１～２．０ｇ／ｍ２程度が適当である。
【００４２】
　以上に説明した本発明の熱転写シート１の層構成は、従来の熱転写シートの層構成と何
ら変わりは無いが、保護層１５と背面層１２に従来の熱転写シートと異なる特徴を備えて
いる。
【００４３】
（保護層）
　保護層１５は、染料を転写した後の画像の色褪せや、画像に水分、指紋といった汚れが
付着することを防ぐ目的で形成される。そのため、保護層１５は、防汚性とともに、被転
写体に対して充分な接着性を有することが必要であるが、これらの要求を満足する限り特
に限定はなく、従来公知のもので対応することができる。なお、保護層は、単一層で構成
することもでき、異なる複数の層を、同一基材の同一面に面順次に、繰り返し形成するこ
ともでき、複数の層の積層体を用いることもできる。
【００４４】
　保護層１５の材質としては、従来公知のもので対応することができ、例えば、ポリスチ
レン、ポリα－メチルスチレン等のスチレン系樹脂、ポリメタクリル酸メチル、ポリアク
リル酸エチル等のアクリル系樹脂、ポリ塩化ビニル、ポリ酢酸ビニル、塩化ビニル－酢酸
ビニル共重合体、ポリビニルブチラール、ポリビニルアセタール等のビニル系樹脂、ポリ
エステル樹脂、ポリアミド樹脂、エポキシ樹脂、ポリウレタン樹脂、石油樹脂、アイオノ
マー、エチレン－アクリル酸共重合体、エチレン－アクリル酸エステル共重合体等の合成
樹脂；ニトロセルロース、エチルセルロース、セルロースアセテートプロピオネート等の
セルロース誘導体、ロジン、ロジン変性マレイン酸樹脂、エステルガム、ポリイソブチレ
ンゴム、ブチルゴム、スチレン－ブタジエンゴム、ブタジエン－アクリロニトリルゴム、
ポリ塩素化オレフィン等の天然樹脂や合成ゴムの誘導体；カルナバワックス、パラフィン
ワックス等のワックス類が挙げられる。これらの中でも、アクリル系樹脂やセルロース誘
導体が好適である。
【００４５】
　また、保護層１５には、離型性や滑り性を付与する添加剤として、例えば、シリコーン
オイル、リン酸エステル系化合物に代表される離型剤、ワックス、樹脂フィラー等の滑り
剤、紫外線吸収剤、光安定剤、酸化防止剤、蛍光増白剤、帯電防止剤等を用いてもよい。
【００４６】
　保護層１５は、例えば前記合成樹脂、天然樹脂、合成ゴムの誘導体、ワックス類、等の
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なかから適宜選択した成分、添加剤等を配合して保護層形成用塗布液を調製し、塗布、乾
燥することで形成される。この保護層４０の乾燥後の塗布量は、０．０５ｇ／ｍ２以上、
７．００ｇ／ｍ２以下の範囲内であり、０．５０ｇ／ｍ２以上、５．００ｇ／ｍ２以下の
範囲内であることが好ましい。０．０５ｇ／ｍ２未満では、保護層の転写時に熱転写リボ
ンと熱転写受像シートと、が貼り付いてしまい、保護層の転写が不可となる恐れがある。
一方、７．００ｇ／ｍ２を超えると、保護層の転写後の熱転写受像シートを、基材と離型
シートと、を粘着層から剥離させる目的で折り曲げた際に、折り曲げシワが発生する恐れ
がある。
【００４７】
　本発明の熱転写シート１の保護層１５には、電荷制御剤が含まれていることが特徴であ
る。電荷制御剤は、添加した材料が摩擦帯電する場合の電荷の正負を制御する材料である
。
　電荷制御剤の多くがアクリルスチレン系共重合体（比重：１．０８）であり、メインバ
インダーとしては、アクリルポリオール（比重：１．０８～１．２０）が用いられるため
、コーティングで得られた乾燥物は、比重が小さく、且つ分子量が小さい電荷制御剤がバ
インダーの表面に浮き上がり易い（図３（ｂ）参照）。そのため、保護層１５を転写した
印画物においては、保護層１５の表面に電荷制御剤が存在しないため、電荷制御剤の効果
が発揮されない。
【００４８】
　残留溶剤量が５ｍｇ／ｍ２以上、５０ｍｇ／ｍ２以下の場合、溶剤に溶解したバインダ
ーの比重が、電荷制御剤と同等になり、電荷制御剤が保護層１５の中で浮かび上がること
がなくなり、図３（ａ）に例示したように、電荷制御剤の分布が均一になり易い。
　そのため、印画物（受像シート）に転写された保護層の表面にも電荷制御剤が存在し、
その効果を発揮できるようになる。
【００４９】
　一方、保護層１５の残留溶剤量が５ｍｇ／ｍ２未満では捌き性が良好ではなくなる。残
留溶剤量が５０ｍｇ／ｍ２を超えると巻取り加工時に、ブロッキング不良が発生する確率
が高くなる。
【００５０】
＜受像シート＞
　図２は、本発明の受像シート２の層構成の一例を示す概略断面図である。
　本発明の受像シート２は、支持体である基材２２の一方の面にインキ受容層２１、もう
一方の面に樹脂層からなる背面層２３を備えている。
【００５１】
（受像シートの基材）
　受像シートの基材２２としては、熱転写における圧力により変形しない耐熱性と強度が
要求され、例えば、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ポリプロ
ピレン、セロファン、アセテート、ポリカーボネート、ポリサルフォン、ポリスチレン、
ポリイミド、ポリビニルアルコール、芳香族ポリアミド、アラミド等からなる合成樹脂フ
イルムやコート紙、アート紙、上質紙（酸性紙、中性紙）、中質紙、グラシン紙等のセル
ロースパルプを主成分とする紙類が挙げられる。
【００５２】
（インキ受容層）
　インキ受容層２１には、染着性樹脂が使用される。該染着性樹脂としては、染料に対す
る親和性が高く、染料染着性の良好な熱可塑性樹脂を使用することが好ましい。例えば、
塩化ビニル系樹脂、ウレタン系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリ
ビニルアセタール樹脂、ポリビニルブチラール樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリアクリル酸
エステル樹脂、アクリル系樹脂、セルロース系樹脂、ポリアミド樹脂、ビニル雅号物モノ
マーとベンゾトリアゾール骨格及び／又はベンゾフェノン骨格を有するモノマーとの共重
合樹脂等の熱可塑性樹脂が挙げられ、これらの熱可塑性樹脂を単独で又は２種以上を併用
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することができる。
【００５３】
　熱転写方式の印画においては、基材２２上のインキ受容層２１と、熱転写シート１のイ
ンキ層１４とを重ね合わせてサーマルヘッドで加熱した後、熱転写シート１を剥離する工
程があるので、インキ受容層２１には、熱転写シート１との離型性も要求される。このた
め、インキ受容層２１には、熱転写シート１との融着を防止し、印画走行性を向上する目
的で離型剤を添加することが好ましい。添加する離型剤としては、例えば、シリコーンオ
イル、ポリシロキサングラフトアクリル樹脂、ワックス類、フッ素化合物等が挙げられる
。また、熱転写方式の場合、インキ受容層２１には高い耐熱性が望まれるので、架橋剤を
添加して耐熱性を向上させることが好ましい。架橋剤としては、例えば、カルボジイミド
化合物、イソシアネート化合物、オキサゾリン化合物、有機チタンキレート化合物等が好
ましい。さらに、このようなインキ受容層２１の形成に際しては、意匠性をもたせる目的
で、染料の染着性を損なわない程度に紫外線吸収剤、光安定剤、酸化防止剤、蛍光増白剤
、帯電防止剤等、着色染料等の添加剤を加えることも可能である。
【００５４】
　インキ受容層２１は、インキ受容層形成用塗布液を調製し、グラビアコート、グラビア
リバースコート、ロールコート等の従来公知の塗工法を用いて受像層形成用塗布液を塗布
した後、乾燥することにより形成することができる。インキ受容層２１の乾燥後の塗布量
は、特に限定がないが、１．０～１０．０ｇ／ｍ２程度が適当である。
【００５５】
　ここで、インキ受容層２１の乾燥後の塗布量とは、インキ受容層形成用塗布液を塗布し
、乾燥した後に残った固形分量のことをいう。
【００５６】
（背面層）
　背面層２３は、樹脂を主たる成分とする単層としても良いし、２層以上の積層体として
も良い。
　本発明の受像シート２においては、背面層２３の最表面が、ＪＩＳ－Ｐ８１１９による
べック平滑度が、１秒以上、１５０秒以下であることが必要である。べック平滑度が、１
秒より小さい場合であっても、また１５０秒より大きい場合であっても、捌き性は良好と
はならない。
　べック平滑度は、背面層２３の最表面層を、フィラーと樹脂を含む層とし、フィラーの
サイズや含有量を調整することによって、調整する事が可能である。
【００５７】
　ここでは、背面層２３が、粘着層と離型シートの２層構成の場合を例にとって説明する
。
　粘着層の材質としては、従来公知のもので対応することができ、溶剤系及び水系の粘着
剤を用いて形成することができる。このような粘着剤としては、例えば、酢酸ビニル樹脂
、アクリル樹脂、酢酸ビニル－アクリル共重合体、酢酸ビニル－塩化ビニル共重合体、エ
チレン－酢酸ビニル共重合体、エチレンアクリル酸共重合体、エチレン－アクリル酸エス
テル共重合体、ポリウレタン樹脂、天然ゴム、ニトリルゴム等が挙げられる。
【００５８】
　粘着層は、粘着層形成用塗布液を調製し、グラビアコート、グラビアリバースコート、
ロールコート等の従来公知の塗工法を用いて粘着層形成用塗布液を塗布した後、乾燥する
ことにより形成することができる。粘着層の厚みは特に規定されないが、特に、基材２２
と、後述する離型シートとの粘着性かつ容易な剥離性が求められるので、乾燥後の塗布量
が約８～３０ｇ／ｍ２となるようにすることが好ましい。
【００５９】
　離型シートの材質としては、粘着層を介して、基材２２との粘着性かつ容易な剥離性が
達成できるものであれば、従来公知のもので対応することができ、例えば、ポリエチレン
テレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ポリプロピレン、セロファン、アセテート
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、ポリカーボネート、ポリサルフォン、ポリスチレン、ポリイミド、ポリビニルアルコー
ル、芳香族ポリアミド、アラミド等からなる合成樹脂フィルム等のフィルムや、表面に離
型処理を施したポリラミ紙等が挙げられる。
【００６０】
　離型シートと基材２２とを、粘着層を介して貼り合せる方法としては、従来公知のもの
で対応することができ、例えば、ドライラミネート、ノンソルベルト（ホットメルト）ラ
ミネート、ＥＣラミネート等が挙げられる。
【００６１】
　背面層２３を単層とすることも可能である。その場合は、離型シートの材質として、基
材２２と熱ラミネートでき、且つ上記で説明した離型シートと同等の性能を備えた材料を
選択すれば良い。
【実施例】
【００６２】
　次に、本発明の実施例について説明する。
＜実施例１＞
　まず熱転写シートについての実施例を説明する。
【００６３】
＜耐熱滑性層付き基材の作製＞
　熱転写シート用フィルム基材として、厚さ４．５μｍの片面易接着処理済ポリエチレン
テレフタレートフィルムを使用し、その非易接着処理面に、下記組成の耐熱滑性層形成用
塗布液を、グラビアコーティング法により、乾燥後の塗布量が０．５０ｇ／ｍ２になるよ
うに塗布し、１００℃で１分間乾燥することで耐熱滑性層付き基材を得た。
【００６４】
＜耐熱滑性層形成用塗布液＞
　・シリコーン変性アクリル樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．００部
　・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ５０．００部
【００６５】
　耐熱滑性層付き基材の易接着処理面に、下記組成の下引き層形成用塗布液－１を、グラ
ビアコーティング法により、乾燥後の塗布量が０．２０ｇ／ｍ２になるように塗布し、１
００℃で２分間乾燥することで、下引き層を形成した。この時、下引き層は、後述する染
料層が形成される位置にのみ設けられ、後述する保護層が形成される位置には設けられて
いない。引き続き、その下引き層の上に、下記組成の染料層形成用塗布液－１を、グラビ
アコーティング法により、乾燥後の塗布量が０．７０ｇ／ｍ２になるように塗布し、９０
℃で１分間乾燥することで染料層を形成した。次に、下引き層が設けられていない位置に
、下記組成の保護層形成用塗布液を、グラビアコーティング法により、乾燥後の塗布量が
０．５０ｇ／ｍ２になるように塗布し、９０℃で１分間乾燥することで保護層を形成した
。また、乾燥条件を調整して、保護層に含まれる残留溶剤が１５ｍｇ／ｍ２にした。
【００６６】
＜下引き層形成用塗布液－１＞
　・ポリビニルアルコール（抗張力８．２ｋｇ／ｍｍ２)　　　　　　　     ３．００部
　・ポリビニルピロリドン（Ｎ－ビニル－２－ピロリドンのホモポリマー） ２．００部
　・純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５７．００部
　・イソプロピルアルコール　　　 　　　　　　　　　　　　　        ３８．００部
【００６７】
＜染料層形成用塗布液－1＞
　・Ｃ．Ｉ．ソルベントブルー６３（アントラキノン系染料）　　　　　　６．００部
　・ポリビニルアセタール（ガラス転移温度１１０℃）　　　　　　　　　３．６０部
　・ポリビニルブチラール（ガラス転移温度６８℃）　　　　　　　　　　０．４０部
　・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５．００部
　・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５．００部
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【００６８】
＜保護層形成用塗布液＞
　・バインダーＢＲ－８５（三菱レイヨン社製）　　　　　　　 　　　 ２０．００部
　・電荷制御剤ＦＣＡ－ＮＳ（藤倉化成社製）　　　　　　　 　　　 　　０．１０部
　・メチルエチルケトン／トルエン（ブレンド比率１：１） 　 　　　　８０．００部
【００６９】
　次に、受像シートについて説明する。
＜受像シートの作製＞
　基材として、厚さ１００μｍの白色発泡ポリエチレンテレフタレートフィルムを使用し
、その一方の面に、下記組成のインキ受容層形成用塗布液を、グラビアコーティング法に
より、乾燥後の塗布量が５．００ｇ／ｍ２になるように塗布して乾燥させ、インキ受容層
を形成した。さらに、他方の面に、下記組成の背面層形成用塗布液を、リバースグラビア
コーティング法により、乾燥後の塗布量が０．２０ｇ／ｍ２になるように塗布して乾燥さ
せ、背面層を形成し、受像シートを得た。
【００７０】
＜インキ受容層形成用塗布液＞
　・塩化ビニル－酢酸ビニル－ビニルアルコール共重合体　　　　　　　１９．５０部
　・アミノ変性シリコーンオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５０部
　・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０．００部
　・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０．００部
【００７１】
＜背面層形成用塗布液＞
　・アクリル系エマルジョン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．００部
　・アクリル系フィラー（粒子径１０μｍ）　　　　　　　　　　　　　１３．００部
　・ＩＰＡ／水（ブレンド比率２：８）　　　　　　　　　　　　　　　８５．００部
【００７２】
＜比較例１＞
　電界制御剤とフィラーを取り除いた以外は、実施例１と同様にして熱転写シートと受像
シートのサンプルを作製した。
【００７３】
＜比較例２＞
　比較例１と同様にして作製したものに電荷制御剤０．１０部を入れて、サンプルを作製
した。
【００７４】
＜比較例３＞
　比較例１と同様にして作製したものにフィラー１３．００部を入れ、且つ保護層の残留
溶剤が１２７ｍｇ／ｍ２となるように乾燥条件を変更し、サンプルを作製した。
【００７５】
＜比較例４＞
　比較例２と同様にして作製したサンプルの残留溶剤を０ｍｇ／ｍ２としてサンプルを作
製した。
【００７６】
＜比較例５＞
　比較例４と同様にして作製したものにフィラー１３．００部を入れ、サンプルを作製し
た。
【００７７】
＜評価＞
　実施例１、比較例１～５で作製した熱転写シートと受像シートのサンプルを用いて、受
像シートに熱転写シートを用いてテスト画像を転写して印画物を５０枚作製した。その印
画物を５０枚積層した時の捌き性と、熱転写シートを一度ロール状に巻き取った後、巻き
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出す時の加工適性であるブロッキング性（熱転写シートの表裏面が貼り付く現象）を評価
した。また受像シート背面のべック平滑度を測定した。その結果を表１に示す。
【表１】

【００７８】
　表１に示す通り、捌き性と加工適性（ブロッキング）について評価した結果、実施例１
だけが両方とも良好であった。実施例１における受像シートの背面層のべック平滑度は、
１秒以上、１５０秒以下の範囲に入る１３２秒であった。また、保護層の残留溶剤は５～
５０ｍｇ／ｍ２の範囲に入る１５ｍｇ／ｍ２であった。
　一方、比較例１～５の結果が示すように、電荷制御剤が保護層に含有されていても、保
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護層の残留溶剤の量が５～５０ｍｇ／ｍ２の範囲に入っておらず、受像シートの背面層の
べック平滑度が１０秒以上、１５０秒以下の範囲に入らない比較例１は、加工適性は良好
だったが、捌き性が不良だった。
　比較例２は、保護層の残留溶剤の量は５～５０ｍｇ／ｍ２の範囲に入っており、電荷制
御剤も含有していたが、背面層のべック平滑度が１秒以上、１５０秒以下の範囲に入って
おらず、捌き性が不良だった。
　比較例３は、保護層に電荷制御剤が含有しており、背面層のべック平滑度が１秒以上、
１５０秒以下の範囲に入っていたが、保護層の残留溶剤の量が１２７ｍｇ／ｍ２で５～５
０ｍｇ／ｍ２の範囲に入っておらず、ブロッキングが発生した。
　比較例４は、保護層に電荷制御剤が含有していたが、残留溶剤の量が０ｍｇ／ｍ２で５
～５０ｍｇ／ｍ２の範囲に入っておらず、背面層のべック平滑度が１００００で、１秒以
上、１５０秒以下の範囲に入っていなかったため、捌き性に問題があった。
　比較例５は、保護層に電荷制御剤が含有しており、背面層のべック平滑度は１２９秒で
、１秒以上、１５０秒以下の範囲に入っていたが、保護層の残留溶剤の量が０ｍｇ／ｍ２

で５～５０ｍｇ／ｍ２の範囲に入っておらず、加工適性は良好だったが捌き性に問題があ
った。
【符号の説明】
【００７９】
１、１－１・・・熱転写シート
２・・・受像シート
１１、１１´、１１－１・・・フィルム基材
１２、１２－１・・・バックコート層
１３、１３´、１３－１・・・易接着層
１４、１４－１・・・インキ層
１４１、１４１－１・・・シアンインキ層
１４２、１４２－１・・・マゼンタインキ層
１４３、１４３－１・・・イエローインキ層
１５、１５´、１５－１、１５１－１・・・保護層
２１、２１－１・・・インキ受容層
２２、２５・・・基材
２３・・・背面層
２４、２６、１５２－１・・・接着層
２７－１・・・背面基材層
２８－１・・・背面層
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